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歩いて調べた初めて知った

の知り隊地域の歴
富家地区

主催・土佐史談会

協力・野市東小学校中ノ村公民館

香南市文化財センター

高知県教育委員会生涯学習課

十侍史醗会の公文豪副会長＝右＝の話に耳を傾け､ペンを
走らす野市東小の児童(香南市野市町兎田の森閑TF馬生家）

地
域
の
宝
も
の
を
発
見
し
よ
う
！

二
○
一
八
年
夏
、
野
市
東
小
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

富
家
地
区
の
歴
史
学
習
に
と
り
く
み
ま
し
た
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』
声
桿
卓
邑
壺
戸
巨
言
計
ヰ
ユ
即
守

率
地
域
の
歴
史
歩
い
て
学
習
蔀

唖
土
佐
史
謹
云
野
市
束
小
生
を
案
内
香

秘
土
佐
史
謹
云
野
士

ノ

【
香
長
】
土
佐
史
談
会

の
案
内
で
児
童
が
地
域
の

歴
史
を
歩
い
て
学
ぶ
「
地

域
の
歴
史
も
の
知
り
陸

に
、
香
南
市
の
野
市
東
小

学
校
の
５
，
６
年
生
が
取

学
校
の
５
，
６
年
生
が
取

取
り
組
む
事
業
で
、
ほ
か

に
安
芸
郡
東
洋
町
、
高
知

市
、
土
佐
清
水
市
で
も
実

施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に

り
組
ん
で
い
る
。
詔
日

は
、
地
元
出
身
の
精
神
医

学
者
、
森
田
正
馬
の
生
家

な
霊
認
誕
澤
か
ら
一

住
む
土
佐
史
談
会
員
と
と

も
に
行
う
全
３
回
の
フ
イ

ー
ル
隙
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
郷
土
の
偉
人
や
史
跡

に
つ
い
て
学
ぶ
。

こ
の
日
は
、
同
校
２
回

目
の
君
の
知
り
陸
で

、
人
が
参
加
。
土
佐
史
談

会
の
公
文
豪
副
会
長
が
案

内
役
左
務
め
た
。

森
田
正
馬
の
生
家
で

は
、
精
神
医
学
の
道
に
進

む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
経

験
や
森
田
が
編
み
出
し
た

精
神
療
法
な
ど
に
触
れ

明
治
圭
』
（
一
八
七
四
幕
工
侭
田
王
女
電
唾
の
信
合
”

と
し
て
鬼
田
に
生
史
牧
，
た
・
古
も
宜
古
同
嘘
守
小
呵
軍

紘
茎
。
向
知
中
崇
棺
（
追
手
前
高
稚
】
熊
本
鴬
五

堂
齢
脅
単
祐
‐
東
常
帝
固
大
学
医
科
大
単
を
卒
叢
．

半
東
京
弗
亀
会
医
科
大
学
称
晴
２
つ
と
ぬ
た
。

自
身
、
卜
年
の
甲
に
旦
恥
．
青
。
常
金
剛
寺
卵
娠
鯰

‐
Ｚ
見
て
か
輿
ノ
死
角
舟
怖
に
詩
の
の
士
也
、
瀬
刻
祉
パ
ー
吻
ワ

吐
卑
主
口
に
苦
し
ん
だ
．
と
こ
３
吠
大
嘩
軍
｝
一
睡
ｈ
爵
、
‐
定
期

試
験
に
僕
不
中
ｌ
㈱
て
キ
ー
γ
う
い
に
賄
牛
ｉ
一
・
２
服
憩
系

も
身
剣
体
券
と
，
穴
古
宇
ト
キ
７
３
の
も
禍
‐
め
、
と
↓
フ
ヒ
で

も
較
恥
と
触
眼
時
間
を
陞
り
、
て
目
前
の
試
敢
勉
強

上
酋
爪
中
‐
し
た
と
こ
う
、
パ
ー
可
７
時
岳
エ
ロ
嗽
起
き
ず
試

齢
唾
瀧
南
未
は
百
十
九
韮
や
中
二
十
五
逃
省
の
蝉
版
絶
ピ
な

こ
⑪
茨
丁
印
侭
蝋
雫
軟
徽
蹄
恥
澱
湾
ト
ト
ム
‘
て
パ
ニ
ゥ
ヮ
陪
呼
，
帝
盲
我
と
＋
兄

題
し
半
上
木
松
田
は
慈
嘱
紳
頂
黒
字
の
平
坦
に
進
計
ポ
林
田
応
呪

哉
を
生
計
山
し
た
。

晩
年
煮
燃
田
は
官
宙
良
村
に
小
堂
枝
誰
堂
ャ

掃
拝
勧
滑
エ
壷
手
鞠
員
も
悔
可
付
し
７
、
い
ミ
ワ
・
電
糸

十

言
己
九
一
一
八
）
虻
由
月
十
一
百
、
木
林
田
が
六
十
五
歳

轆
縦
砿
岫
露
識
靖
韓
調
癖
屯
村
革
営
堂
も
、
ｚ

い
ま
も
府
杯
田
鯨
』
と
し
Ｚ
罐
号
建
物
は
、
木
朴
田
榊

宙
α
付
し
た
鵠
堂
だ
‐た

。
こ
の
ほ
か
、
宮
沢
潰

治
の
童
話
集
琵
文
の
多

い
料
理
店
」
の
初
版
本
を

保
管
す
る
民
家
も
訪
れ

た
。て

い
き
た
ど
ど
話
し
て

い
た
。
児
童
は
７
月
に
予

定
し
て
い
る
３
回
宮
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経

て
、
夏
休
み
に
史
跡
ガ
イ

僻
ブ
ッ
ク
を
作
る
。
皆
叩

は
県
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
品
す
る
。
。

（
村
中
澄
怜
）

５
年
の
沢
田
千
代
子
さ

ん
（
加
）
は
「
森
田
正
馬
さ

ん
の
医
療
を
知
れ
た
の
が

よ
か
っ
た
。
地
域
の
偉
人

の
こ
と
を
も
つ
と
勉
強
し （

近
藤
奏
）2018年6月24日付け『高知新聞』より

、 ハ〆／

(ガイド）

公文

松村

(隊貝）

6年

5年

豪 (t佐史談会副会長）

信博（香南市文化財センター）

山崎音和・長山大晟

宮鼻崇徳・澤田千代子・岡柊真・三宅亜弥

近藤奏・植村輝鳳・加藤碧樹・小松桃子
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２
０
０
２
年
８
月
卯
日
付
『
高
知
新
間
』
よ
り

三宝山のふもと

人々は弥生時代から
生活してきました

、

ノ

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
新
宮
、

う
さ
い
た

中
山
田
、
兎
田
、
本
村
の
四
ヵ
村
が
合
併

し
て
「
富
家
村
」
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
初

て
ら
だ
と
ら
ひ
こ

代
村
長
は
、
物
理
学
者
・
寺
田
寅
彦
の
義

．
へ
っ
ち
ゃ
く
し
ゅ
ん
で
ん

兄
で
画
家
と
し
て
有
名
な
別
役
春
田
と
い

う
人
で
す
。

別
役
村
長
は
、
富
家
村
の
こ
と
を
「
北

は
高
い
山
で
北
風
を
防
ぎ
、
南
風
を
受
け
、

夏
冬
と
も
に
ず
い
ぶ
ん
気
候
の
良
い
土
地
」

だ
と
自
慢
し
て
い
ま
す
。

や
な
ぎ
が
も
と

兎
田
の
柳
ヶ
本
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代

つ
ぼ
か
め

の
壷
や
甕
、
古
墳
時
代
の
墓
地
が
発
掘
さ

れ
ま
し
た
。
周
辺
に
は
、
本
村
遺
跡
、
大

崎
山
古
墳
、
曽
我
遺
跡
、
下
分
遠
崎
遺
跡

な
ど
が
あ
り
、
二
千
年
も
前
か
ら
稲
作
を

し
な
が
ら
人
々
が
生
活
し
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
、
當
家
村

は
野
市
町
、
佐
古
村
、
香
宗
村
と
合
併
し

て
野
市
町
に
な
り
、
平
成
十
八
（
二
○
○

六
）
年
、
野
市
町
は
赤
岡
町
、
香
我
美
町
、

夜
須
町
、
吉
川
村
と
合
併
し
て
香
南
市
に

な
り
ま
し
た
。

旧
富
家
村
か
ら
は
、
坂
本
龍
馬
の
海
援

隊
で
活
躍
し
た
新
宮
馬
之
助
を
は
じ
め
、

主
さ
た
け

世
界
的
に
有
名
な
森
田
正
馬
博
士
な
ど
の

偉
人
も
出
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
面
白
い
歴
史
が
い
っ
ぱ
い
の

富
家
地
区
を
探
訪
し
ま
し
た
。

』
｜

〆』

1でa認
』

i

．

〔鶴鈎W"

"

膨郷 蕊溌

鯉

gL _

’
|今|主豆､ﾁ』wライダー望t叱緯で．

I
（
竹
崎
心
那
）



野
も
１
届

恥

趾
吟
詠
諏
琶
唖
‐
坤
誹

紳
呼
卉
囎
覇
、
、
申
噌

津

画
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国の重専文化財に指定されだ
うさいだ

兎田八幡宮の銅剣
ー 、

おうじんてんのう じんぐうこうごう ひめがみ

兎田八幡宮では、応神天皇、神功皇后、姫大神がまつられています。社殿は昭和34 （1959）年

火災にあい、同62 （1987）年に再建されました。紀元前2世紀前半頃に作られたとみられる神社

所蔵の銅剣には、稲作と関係が深い、シカ、サギ、カエル、カマキリの4種7体がきざまれています。

先端部が火事で失われましたが、大変珍しい絵画銅剣として、平成6 （1996）年国の重要文化財に

指定されました。現在は、高知県立歴史民俗資料館で大切に保存されています。
ノ唯

』

ノ

西再支化財に掘定される兎田八嬬宮〔野市町兎田）に伝わ手塗園国剣。右僻l上部に動物の

絵が見える｡県内の考古糞料が壷に振定されるのはこれが初めて
サミく

先田ﾉ鵬ちて'見つあだ銅剣
銅剣の特溺 2三琿扉 窃周奇而

｜
ノ

ー
、

｜
／

一
今
公

一
＃

／一、一一

l…搾謎

園
の
文
化
財
保
璃
審
鱗
会
は
二
十
一
日
、
香
美
郡
野
市
町
兎
鯛
剣
の
絵
画
は
、
近
殴
で
銀
た
当
時
の
人
の
物
の
考
え
方
な

田
（
う
さ
い
だ
）
の
兎
田
八
錆
富
に
伝
来
す
る
織
画
銅
剣
Ⅱ
平
造
さ
れ
た
銅
郷
（
ど
う
た
く
）
ど
壱
墨
し
て
興
味
深
い
」
虹
ど

慧
謂
蕊
溌
灘
窯
驚
初
羅
鯲
議
蕊
識
驫
蕊

灘
薙
薙
驚
融
蕊
蕊
県
盤
戦
蜜
澪
窯
駕
篭
吟

心
と
し
た
資
料
）
が
窟
文
に
掬
定
さ
れ
る
の
は
こ
れ
が
初
め
重
文
に
掘
軍
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
、
廊
知
の
素
啼
ら
し

本
ゞ
誉
の
…
て
蕊
蕊
篭
率

一
息
（
３
面
に
関
迎
肥
事
）

国
の
保
護
審
織
会
答
申

で
罵
鰄
縣
鑛
驚
蕊
露
に

料
蕊
籠
猿
繍
塗
調
藷
灘

総
画
銅
剣
は
、
同
八
轄
富
社
の
突
画
で
か
か
れ
て
い
る
。

殿
で
昭
和
三
十
四
年
に
届
こ
つ
平
成
五
年
八
月
、
野
市
町
教

蕊
謹
議
鑑
識
轆
轄
資
蕪
馨
識
鞠
智
蕊
梱

古
灘
窪
蕊
撫
蕊
蕊
鑑
潔

な
い
が
、
残
り
の
部
分
は
長
さ
見
さ
れ
、
鎮
剣
は
同
神
社
か
ら

二
十
三
壱
、
幅
約
四
琴
。
総
問
館
に
寄
託
富
れ
た
。
絵
画
が

考
鯖
窯
蕊
麗
迂
鼈
蕊

は
、
刃
の
根
本
に
近
い
剤
込
か
か
れ
た
銅
剣
は
、
全
国
で
も

（
く
り
こ
み
）
部
か
ら
「
シ
カ
愛
娘
県
で
一
一
本
が
見
つ
か
っ
て

・
シ
カ
・
サ
ギ
・
サ
ギ
」
、
反
い
る
だ
け
。
愛
理
の
銅
剣
は
い
津
ず
れ
も
稲
作
と
関
係
が
東
で
）
に
出
展
さ
れ
、
そ
の
陵
も

対
価
の
さ
ら
に
根
本
に
近
い
閏
ず
れ
も
時
代
が
新
し
く
シ
カ
だ
く
、
こ
の
銅
刻
を
祭
り
に
用
い
常
設
醸
示
さ
れ
る
予
定
。

驚
護
『
錺
溌
瀦
蒸
雛
潔
弥
生
文
化
研
究
に
貴
重

七
体
の
動
物
が
シ
ル
エ
ッ
ト
風
か
に
例
が
な
い
と
い
う
。

（
三
宅
亜
弥
） 重要文化財指定をつたえる高知新聞記事



司

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
、
新
宮
の
郷
士
・

寺
内
信
七
の
二
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
新
宮

公
民
館
の
前
に
は
、
「
誕
生
地
」
の
碑
が
立
っ

て
い
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
絵
の
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
、
高

お
ぱ

い
か
け
や

知
城
下
に
住
む
叔
母
の
家
で
、
鋳
掛
屋
（
穴

な
く
か
ま

の
あ
い
た
鍋
や
釜
な
ど
を
、
は
ん
だ
で
修
理

海
援
隊
士

新
宮
馬
之
助

す
る
職
業
）
を
手
伝
い
な
が
ら
、
河
田
小
龍

か
ら
学
問
と
画
を
ま
な
び
ま
し
た
。

馬
之
助
は
先
生
の
小
龍
か
ら
日
本
の
現
状
、

世
界
の
動
き
を
聞
く
に
つ
け
、
国
の
行
く
末

を
思
う
気
持
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
、
つ
い
に
十
余
年

間
手
に
も
ち
つ
づ
け
た
絵
筆
を
な
げ
う
っ
て

江
戸
へ
向
か
い
ま
し
た
。

文
久
三
二
八
六
三
）
年
、
江
戸
で
勉
強

か
つ
か
い
し
ゆ
う

中
、
坂
本
龍
馬
に
誘
わ
れ
て
勝
海
舟
の
塾
に

入
門
し
、
航
海
術
を
学
び
ま
す
。

そ
し
て
、
龍
馬
が
長
崎
に
つ
く
っ
た
亀
山

か
い
え
ん
た
い

し
ん
え
も
ん

社
中
、
海
援
隊
に
入
り
、
寺
内
新
右
衛
門
と

名
の
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

海
援
隊
で
は
一
番
の
美
男
子
で
、
顔
が
赤

あ
か
づ
ら

か
つ
た
の
で
「
赤
面
馬
之
助
」
と
呼
ば
れ
ま

う
し
坐
に
。

い
し
ん

明
治
維
新
後
は
、
北
海
道
開
拓
に
従
事
し

た
あ
と
、
浦
賀
海
兵
団
に
は
い
り
海
軍
大
尉

幸

蔵
r剣

鷺

に
ま
で
出
世
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
二
八
八

九
）
年
、
長
崎
で
流
行

病
の
コ
レ
ラ
に
か
か
っ

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

（
上
の
写
真
）

新
宮
馬
之
助
が
生
ま
れ
た

所

りょうま

坂本龍馬
といわれる 「亀山社中」をつくって通商航海業を営

むかたわら、中岡慎太郎と二人三脚で、犬猿の仲だっ

た薩摩（鹿児島） と長州（山口）の問をとりもち、

翌年「薩長同盟」を成立させました。 これが徳川政

権から明治新政府樹立へ時代を動かす推進力になり

ました。

しようじろう

さらに後藤象二郎と力をあわせて土佐藩から
たいせいほうかんiナんばくしよ

「大政奉還建白書」を幕府へ出させ、 15代将軍・徳
よしのぶ

川慶喜による大政奉還（政権を朝廷に返すこと）を

実現します。

天保6 (1835)年
どうし kう

高知城下上町の豪商
虻 ' た 1－ A、

才谷屋で生まれました。

子どもの頃は泣き虫で

したが、剣術修行と姉・
おとめ たんれん

乙女の教育と鍛錬で成
かえい

長。嘉永六(1848)年、
1．f<しん

江戸に出て北辰一刀流

を学びました。

文久元(1861)年

b王党」に加わり、

、秋
琴

龍馬が書いた「新政府綱領八策」

は、人材の登用、憲法制定・議会

制度、陸海軍の整備・拡充など新

しい日本が実現すべき基本方針を
ごせいもん

示し、 「5ケ条の御誓文」のもと

にもなりました。 しかし、慶応3

年11月15日、龍馬と慎太郎は京都
みまわりぐみ おそ

近江屋の2階で見廻組に雲われ、
･八二L'一ﾒｺﾆｰ‘~r口塔ノL‘入ニノlILLYｰ琴電:剣ノル、

懸
荊

武市半平太が結成した「土佐勤王党」に加わり、翌

2年土佐を脱藩。勝海舟の門に入って神戸海軍
そうれんし，L じゅ<とう

操練所設立に力をつくし、海軍塾塾頭をつとめて航

海術を修行しました。

しゅんがく いち

この間、福井藩主・松平春嶽、幕臣・大久保一
たてわき

薩摩の小松帯刀、西郷隆盛など多彩な人々と交流

ました。

とぶ

耳牙、

し

坂本龍馬は、 日

暗殺されました。龍馬33歳、 ’|真太本人がもっとも好
きな歴史上の人物

郎30歳。 です。
慶応元(1865)年、長崎に日本一で最初の株式会社

、



森
新
太
郎
は
、
文
政
十
二
二
八
二
九
）

年
、
新
宮
の
郷
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

き
ん
の
う
と
う

土
佐
勤
王
党
の
一
人
で
す
。

ぽ
し
ん

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
、
戊
辰
戦
争
が

始
ま
る
と
、
板
垣
退
助
が
指
揮
す
る
土
佐
藩

じ
ん
し
よ
う
た
い

の
迅
衝
隊
に
加
わ
り
、
東
北
の
各
地
を
転
戦

ぽ
な
り
と
う
げ

会
津
（
福
島
県
）
の
母
成
峠
の
戦
い
で
敵
の

や
い
ば刃

を
前
頭
部
に
受
け
て
負
傷
。
危
機
一
髪
の

と
こ
ろ
を
救
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
士
族
の
特
権
が
う
ば
わ
れ

る
こ
と
に
不
満
を
も
ち
、
野
市
町
横
井
の
大

ま
ど
か

石
弥
太
郎
（
圓
）
た
ち
と
一
緒
に

こ
さ
ん
の
う
と
う

「
古
勤
王
党
」
と
呼
ば
れ
る
不
平
士
族
の
集

団
を
県
下
に
形
成
。
さ
ら
に
政
治
団
体

れ
い
な
ん
し
ゃ

「
嶺
南
社
」
を
立
田
（
南
国
市
）
に
設
け
、

香
長
学
校
を
つ
く
っ
て
青
年
た
ち
の
教
育
に

あ
た
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
二
年
、
八
十
一

歳
で
死
去
。
お
墓
も
新
宮
に
あ
り
ま
す
。

森
新
太
郎

森新太郎の碑（新宮）

ぼしん

戊辰戦争とは？
慶
応
四
（
’
八
六
八
）
年
一
月
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
翌
年
五
月
の
箱
館
戦
争
終
結
ま
で
、
新
政
府
軍
と
旧
幕
府

派
と
の
間
で
行
わ
れ
た
内
戦
を
「
戊
辰
戦
争
」
と
言
い
ま
す
。
｜
」
れ
に
よ
っ
て
六
百
八
十
年
続
い
た
武
家
政
権
は
終
止

符
を
打
た
れ
、
日
本
は
近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
た
土
佐
藩
兵
等
は
一
一
千
人
を
超

え
ま
す
。
香
南
市
か
ら
も
多
く
の
人
が
加
わ
り
、
関
東
、
東
北
の
各
地
を
転
戦
し
ま
し
た
（
左
の
図
）
。

【新政府軍･土佐藩軍の進軍図】

’
③鳥羽･伏見の戦い

慶応4(1868)1.3～6

③鳥羽･伏見の戦い

慶応4(1868)1.3～6
⑥白河の攻防戦
慶応4(1868)閨4～7

⑥白河の攻防戦
慶応4(1868)閨4～7

⑧上野戦争
慶応4(1868)5

⑧北越戦争
慶応4(1868)5～8

⑨会津戦争
慶応4(1868)閨4～
明治元(1868)9

⑫箱館戦争
明治元(1868)10～
明治2(1869)5

⑧上野戦争
慶応4(1868)5

⑧北越戦争
慶応4(1868)5～8

⑨会津戦争
慶応4(1868)閨4～
明治元(1868)9

⑫箱館戦争
明治元(1868)10～
明治2(1869)5

⑧甲州勝沼の戦い
慶応4(1868)3

③江戸城無血開城
慶応4(1868)4

④宇都宮城攻城戦
慶応4(1868)4

⑤日光･今市の戦い
慶応4(1868)4～5

⑧甲州勝沼の戦い
慶応4(1868)3

③江戸城無血開城
慶応4(1868)4

④宇都宮城攻城戦
慶応4(1868)4

⑤日光･今市の戦い
慶応4(1868)4～5

郭

I州前）

八戸

１
ｊ
Ｊ

咽

Ｆ

Ｌ

牡田

宮古

←新政府軍の進路

←土佐藩軍の進路

●補給隊(北征軍)の進軍月日 庄内
髭庄

←

挫江

鳥取

デー咄辱 h hq

l 尋 亨､脚.
、凸

訓、 緑．
癌知w1ｮ⑭

~」

(高知県立高知城歴史博物館図録「明治元年の日本と土佐戊辰戦争それぞれの信義』より）



新
宮
の
熊
野
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬

は
、
新
宮
馬
之
助
が
十
六
歳
で
描
い
た
も

の
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

り
ゅ
う
び
げ
ん
と
く

『
三
国
志
』
の
英
雄
・
劉
備
玄
徳
は
、

さ
い
し
よ
う

察
昌
と
い
う
人
物
に
暗
殺
さ
れ
か
か
り
、

團蕊響

新
宮
馬
之
助
の
描
い
た
絵
馬

ｌ
ｒ
Ｉ
ｕ
‘
１
１
１
１
恥
ｉ
…
‘
師
叩
垂
雁
０
６
帳
悪
能
眼
四
階
閣
哩

珂

＃
で■

た
だ
一
ヵ
所
だ
け
軍
勢
の
い
な
い
西
門
を

ど
と
う

だ
ん
け
い

抜
け
、
怒
濤
逆
巻
く
断
崖
絶
壁
の
檀
渓
を

か
ん
ば

て
き
る

桿
馬
（
荒
々
し
い
馬
の
こ
と
）
・
的
蘆
に
乗
っ

て
飛
び
越
え
、
脱
出
に
成
功
し
ま
す
。

絵
は
こ
の
緊
迫
の
場
面
を
描
き
、
と
て

迫
の
場
面
を
描
き
、
と
て

T

'；
宅奉睡

も
十
六
歳
の
筆
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で

す
。

馬
之
助
が
絵
を
教
え
て

も
ら
う
た
め
、
河
田
小
龍

の
も
と
へ
通
い
は
じ
め
た

の
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
十
六
歳
の
時
で
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
絵
馬
は
入

門
し
て
間
も
な
い
頃
に
描

か
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

絵
馬
に
書
か
れ
た

こ
れ
と
し

あ
ざ

「
維
駿
」
は
馬
之
助
の
字

が
ご
』
蚕
ノ

（
本
名
）
で
、
雅
号
（
本

名
以
外
の
風
雅
な
名
）
は

し
よ
う
ほ
う

小
峰
、
維
新
後
は

き
こ
く
さ
ん
じ
ん

鬼
国
山
人
の
名
も
用
い
ま

し
た
。

、
’

〆

文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
土
佐
藩
船

役
人
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
早
く
か
ら

画
家
に
な
ろ
う
と
決
意
し
、
高
知
城
下
で

と
・
う
い

か
の
う
さ
ん
り
ょ
う

林
洞
意
、
の
ち
に
京
都
で
狩
野
山
梁
、
さ

ち
く
ど
う

ら
に
中
村
竹
堂
に
南
画
を
学
び
、
土
佐
に

帰
る
と
高
知
城
下
で
画
塾
を
ひ
ら
き
ま
し

た
。

藩
の
命
令
で
ジ
ョ
ン
万
次
郎
か
ら
海
外

ひ
ょ
う
そ
ん
き
り
や
く
あ
ら
わ

事
情
を
聞
き
取
り
、
『
漂
巽
記
略
」
を
著

し
ま
し
た
。

当
時
、
土
佐
藩
で
も
っ
と
も
開
明
的
な

知
識
人
と
し
て
活
動
し
、
坂
本
龍
馬
に
海

外
へ
目
を
向
け
る
こ
と
を
教
え
、
の
ち
に

龍
馬
の
も
と
へ
長
岡
謙
吉
・
近
藤
長
次
郎
・

新
宮
馬
之
助
た
ち
を
送
り
出
し
ま
す
。

明
治
に
な
る
と
、
京
都
府
知
事
に
な
っ

た
北
垣
国
道
の
招
き
で
京
都
に
移
り
、
琵

そ
す
い

琶
湖
疎
水
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

馬
之
助
の
先
生

河
田
小
龍

＝

山

、 《

．⑪
一 コh＝

／

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ I ■■■■I

ー

ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
墹
畑

職義蝋ろな
蕊絵蕊馬蕊：

川
田
剛
鼎
碓
愚
回
個
偲
画
日
騒
閲
剛
Ｈ
１

酒づくり

カツオ漁

田植え

高知市立自由民権記念館図録『絵馬』より

蕊 蕊



肘
町
〃
黒
」
－
，
“

本
村
の
国
吉
家
に
は
、
小
松
利
宗
が
描
い

た
国
吉
栄
之
進
の
肖
像
画
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
の
画
）
・
栄
之
進
は
本
村
の
郷
士
で
、

じ
ん
し
上
う

迅
衝
二
番
隊
に
所
属
し
て
戊
辰
戦
争
に
参
加

し
ま
し
た
。

慶
応
四
年
四
月
十
六
日
、
大
鳥
圭
介
率
い

お
や
ま

る
二
千
有
余
の
旧
幕
府
軍
は
、
小
山
（
栃
木

県
）
で
新
政
府
軍
と
戦
い
、
’
九
日
に
は
宇

都
宮
城
を
攻
め
落
と
し
ま
す
。
宇
都
宮
救
援

じ
ん
し
上
う
た
い

の
命
令
を
受
け
た
土
佐
藩
迅
衝
隊
は
江
戸
か

や
す
づ
か

ら
出
兵
。
二
十
二
日
、
雨
の
安
塚
で
激
し
い

銃
撃
戦
を
繰
り
広
げ
、
大
烏
軍
を
撃
退
し
ま

し
た
。し

か
し
、
こ
の
戦
い
で
迅
衝
隊
幹
部
の
大

り
ざ
え
、
ん
う
ち
じ
に

石
倒
左
衛
門
が
討
死
し
、
二
十
六
歳
の
国
吉

の
ソ
」

栄
之
進
も
鉄
砲
で
咽
喉
を
打
ち
抜
か
れ
て
即

死
し
ま
し
た
。

安
塚
戦
争
で
戦
死
し
た
土
佐
藩
兵
の
墓
は
、

み
幕

こ
む
つ
こ
・
フ
ド
レ

栃
木
県
壬
生
町
の
興
光
寺
と
い
う
お
寺
に
あ

－ 一~＝r啓

誕電

･ 誤‘ 唖甲 令

篭 穂溺”砲 令 鐵凱 誇 瀞

､ 』 。 時L, 割･ ･ 鑑 " 分 ,

， 謬懲

角､里

､ r率

安
塚
の
戦
い
で
戦
死
し
た

国
吉
栄
之
進
（
本
村
）

D

I
I紬

■■■

り
ま
す
。
ま
た
、
郷
里
の
本
村
に
も
、
遺
族
、■

の
手
で
栄
之
進
の
墓
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
皿■

戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
数
は
正
確
に
は
わ
か
叩

り
ま
せ
ん
。
両
軍
合
わ
せ
て
一
万
三
千
人
を
叩■

超
え
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
土
佐
藩
の
叩■

戦
死
者
は
百
六
名
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
口■

近
の
墓
所
調
査
で
は
百
二
十
七
名
の
墓
石
が
叩■

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
び
た
だ
し
い
血
が
叩

流
さ
れ
た
こ
の
内
戦
を
経
て
、
日
本
は
近
代
叩

と
び
ら

■

国
家
の
扉
を
開
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
ｉ■

祁
門
‐

；
ｉ

「
最
後
の
浮
世
絵
師
」
と
よ
ば
れ
る
小
松

■

皿
が
叩
祉
宗
は
、
本
名
を
元
吾
と
い
い
、
明
治
八

Ｊ
Ｄ
Ｌ
」
“
二
」

」
代
、
（
一
八
七
五
）
年
、
兎
田
の
農
家
で
双
子
の

箔
す
姉
弟
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

血
生
ま
れ
つ
き
絵
が
好
き
で
、
初
代
富
家
村

■

く
っ
ち
ゃ
く
し
ゅ
ん
で
ん

叩
長
に
な
っ
た
画
人
・
別
役
春
田
か
ら
絵
を
習

墓
・
進
叩
い
ま
し
た
。
十
九
歳
の
時
に
浮
世
絵
師
で
身

謹
叩
を
た
て
よ
う
と
土
佐
を
飛
び
出
し
て
上
京
。

酷
岬
距
町
議
晴
の
門
人
・
新
井
芳
宗
の
も
と
で
五

あ
。
い
い
よ
し
む
ね

如
叩
年
間
修
行
し
ま
し
た
。

＋
↑
■

本
叩
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
ア
メ
リ
カ

日
に
渡
り
、
絵
を
売
り
な
が
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

■

；
、
ス
コ
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、
フ
イ
ラ

左
■

調
唖
辰
鄙
Ｆ
州
翫
極
牽
罐
稚
恥
一
フ
串
隷
椎
癖
地
繼

墓
叩
ご
喜
唾
圏
一
ゞ

・
ざ
：
懇
本
人
が
語
っ
て

進
・之

‐
、
ゞ
い
ま
す
。

謬
戸
｜
《
辰
禮
鞠

雷
、
鋤

の
叩
‐
“
』

寺
■
鋤
」
：

光
叩

生
日
一
一
騒
驚
§
賛
》
雲
ゞ
琴
霊
》
雪
蓉
才
孵
唯
蜘
唾
茎
日

興
■
さ
だ
や
つ
こ

壬
叩

v▼

最後の浮世絵師

小松利宗
心

座
も
渡
米
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
は
じ

む
す
め
ど
う
じ
上
う
じ

な
ん
こ
う
さ
く
ら
い

め
各
地
で
「
娘
道
成
寺
」
や
「
楠
公
桜
井
の

別
れ
」
な
ど
日
本
の
芝
居
を
公
演
し
ま
し
た
。

面
白
い
こ
と
に
、
利
宗
は
そ
の
芝
居
の
背
景

の
絵
を
描
い
て
一
座
を
助
け
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
五
（
一
九
○
二
）
年
、
五
年
間

暮
ら
し
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
。
日
露
戦
争

だ
い
れ
ん

が
終
わ
る
と
今
度
は
中
国
へ
渡
っ
て
大
連
の

り
ょ
う
と
う
し
ん
ぼ
う

遼
東
新
報
へ
入
社
し
ま
す
。
こ
の
時
起
こ
っ

た
の
が
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
で
、
利
宗
は

ア
ン
ジ
ュ
ン
グ
ン

安
重
根
の
裁
判
を
傍
聴
し
、
法
廷
の
ス
ケ
ッ

チ
を
残
し
ま
し
た
。

大
正
十
三
二
九
二
四
）
年
、
長
い
中
国

生
活
か
ら
足
を
洗
っ
て
帰
国
。
當
士
山
が
見

た
ま

え
る
東
京
郊
外
の
北
多
摩
郡
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
六
（
’
九
四
二
年
、

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
直
前
に
高
知
へ
戻
り
、

し
ば
ら
く
高
知
市
旭
で
生
活
し
、
高
知
大
空

蕊
で
焼
け
出
さ
れ
て
生
ま
れ
故
郷
の
富
家
に

戻
り
、
昭
和
三
十
一
二
九
五
六
）
年
、
八

十
二
歳
の
生
涯
を
と
じ
ま
し
た
。

８

小
松
利
宗
「
菅
原
道
真
図
」



も
流
行
病
ヨ
レ
ラ
で
し
ょ
う
か
？
）
に
か
か

り
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
三
年
後
の
大
正
三
（
一
九

し
げ
よ
し

一
四
）
年
、
遺
族
の
別
役
重
嘉
が
板
垣
退
助

つ
い
と
雷
っ

に
頼
ん
で
追
悼
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
建
て

た
の
が
こ
の
お
墓
で
す
。

別
役
重
嘉
は
兎
田
の
医
師
で
、
か
つ
て
自

由
民
権
運
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

富
家
に
は
、
板
垣
退
助
が
碑
文
を

書
い
た
珍
し
い
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

文
久
元
（
一
八
六
二
年
十
月
、

二
十
五
歳
の
乾
（
板
垣
）
退
助
は
江

戸
勤
め
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
従
者
（
身
の
ま
わ
り
の
世

話
を
す
る
家
来
）
と
し
て
付
い
て
い
つ

。
へ
っ
ち
ゃ
く
り
よ
う
ま

た
の
が
、
富
家
の
別
役
良
馬
で
し
た
。

才
能
に
あ
ふ
れ
た
青
年
で
、
ひ
そ
か

に
学
問
で
身
を
た
て
よ
う
と
決
心
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
幸
に

1

1

／
／

歴
史
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る
板
垣
退
助

は
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
現
在
の
高

う
渋
ま
わ
り
か
く

知
市
中
島
町
で
土
佐
藩
馬
廻
格
乾
栄
六
の
長

男
に
生
ま
れ
ま
し
た
（
の
ち
に
板
垣
と
改
姓
）
・

い
の
す
け

少
年
時
代
の
名
は
猪
之
助
と
言
い
、
手
の

つ
け
ら
れ
な
い
暴
れ
ん
坊
で
し
た
。
三
十
二

歳
の
時
に
土
佐
の
藩
兵
を
ひ
き
い
て
戊
辰
戦

争
を
戦
い
、
西
郷
隆
盛
ら
と
肩
を
並
ゞ
へ
る

げ
ん
く
ん

「
維
新
の
元
勲
」
に
な
り
ま
す
。

せ
い
か
ん
ろ
ん

明
治
六
（
一
八
七
三
）
征
韓
論
に
敗
れ
て

参
議
（
朝
廷
の
高
い
役
職
）
を
辞
職
。
高
知

り
つ
し
し
や

に
立
志
社
を
創
立
し
、
国
会
を
ひ
ら
く
こ
と

を
要
求
し
て
自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
に
な

り
ま
し
た
。
明
治
十
四
（
’
八
八
二
年
、

日
本
で
最
初
の
政
党
「
自
由
党
」
の
総
理
に

就
任
。
代
議
士
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

内
務
大
臣
を
二
度
つ
と
め
ま
し
た
。

政
界
引
退
後
は
社
会
改
良
と
弱
者
救
済
に

つ
く
し
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
、
八
十

三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

、

板
垣
退
助

ノ

板
垣
退
助
の
竹
馬
の
友
、
後
藤
象
二
郎
の

や
す
や
た

子
ど
も
の
頃
の
名
前
は
保
弥
太
と
言
い
ま
し

た
。
乾
猪
之
助
と
は
、
お
互
い
を
「
イ
ノ
ス
」

「
ヤ
ス
」
と
呼
び
合
う
仲
で
し
た
。

ー

イノス（板垣）がヘビを手にしておどせばヤス（後藤）は血
ぱ ，§･ん けっ･烏さし上う

相をかえて逃げだし、ヤスが馬糞を投げると潔癖性のイノスは

逃げ散ったと伝わっています（藤本知子・画）
後藤象二郎

、′

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
四
月
六
日
。

ぎ
ふ
ち
ゅ
う
き
ょ
う
い
ん

こ
ん
し
ん
か
い

岐
阜
の
中
教
院
で
行
わ
れ
た
自
由
懇
親
会
で

演
説
し
た
板
垣
退
助
は
、
玄
関
先
で
、
も
の

か
げ
か
ら
蕊
い
か
か
っ
た
暴
漢
に
短
刀
で
刺

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
血
を
流
し
な
が
ら
発
し
た
言
葉

が
「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」
で
す
。

こ
の
名
文
句
は
た
ち
ま
ち
全
国
に
広
が
り
、

人
々
に
自
由
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

板
垣
死
す
と
も

自
由
は
死
せ
ず

暴漢に菫われる板垣退助（新聞のさし絵）
、 ノ



ま
れ
ま
し
た
。

二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
本
村
、
兎
田
、

中
山
田
、
新
宮
が
合
併
し
て
富
家
村
が
誕
生

す
る
と
、
村
民
は
高
知
か
ら
別
役
俊
男
を
村

長
に
ま
ね
き
ま
す
。

別
役
村
長
は
、
寺
田
寅
彦
の
義
兄
で
自
由

し
ゅ
ん
で
ん

民
権
家
、
そ
れ
に
「
春
田
」
と
い
う
名
の
有

名
な
画
家
で
し
た
。

水
野
吉
太
郎
も
森
田
正
馬
も
、
別
役
村
長

が
村
で
学
問
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
つ
く
つ

じ
ち
か
い

た
「
自
治
会
」
と
い
う
団
体
で
学
ん
で
い
ま

弁
護
士
・
衆
議
院
議
員

水
野
吉
太
郎
の
碑

繭､
騨溌

水
野
吉
太
郎
は

明
治
七
二
八
七

四
）
年
、
水
野
源

兵
衛
、
道
の
長
男

と
し
て
本
村
で
生

す
。
水
野
は
少
年
な
が
ら
、
自
由
民
権
運
動

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

や
が
て
水
野
は
法
律
家
を
志
し
て
上
京
。

和
仏
法
律
学
校
（
現
在
の
法
政
大
学
）
を
卒

業
し
、
高
知
で
弁
護
士
を
開
業
し
ま
し
た
。

お
た
る

日
露
戦
争
後
は
、
北
海
道
小
樽
を
へ
て
中
国

だ
い
れ
ん

の
大
連
へ
移
り
ま
す
。

明
治
四
十
二
（
一
九
○
九
）
年
、
中
国
東

北
部
の
ハ
ル
ビ
ン
で
、
元
総
理
大
臣
伊
藤
博

ア
ン
ジ
ュ
ン
グ
ン

文
が
朝
鮮
独
立
運
動
家
・
安
重
根
に
暗
殺
さ

り
上
じ
ゆ
ん

れ
る
大
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
旅
順
の
法
廷

で
裁
判
が
は
じ
ま
る
と
、
水
野
は
安
重
根
の

弁
護
人
と
な
り
、
処
刑
に
も
立
ち
会
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
水
野
吉
太
郎
の
名
は

い
ち
や
く

一
躍
有
名
に
な
り
ま
す
。

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、
帰
国
し
た
水

野
は
、
高
知
市
帯
屋
町
で
弁
護
士
事
務
所
を

開
業
、
同
九
年
に
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
し

ま
し
た
。

昭
和
に
入
っ
て
日
本
が
軍
国
主
義
に
む
か

う
よ
う
に
な
る
と
、
彼
は
高
知
の
言
論
界
の

た
い
し
上
・
リ
く
ら
ぶ

人
々
と
一
緒
に
「
大
松
倶
楽
部
」
と
い
う
団

体
を
結
成
し
、
板
垣
退
助
旧
邸
の
保
存
や

け
ん
せ
い
の
そ
こ
く

「
憲
政
之
祖
国
」
の
碑
を
建
て
る
な
ど
、
議

会
政
治
の
番
人
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

戦
後
、
水
野
の
功
績
を
た
た
え
て
建
て
ら

け
ん
し
ょ
う
ひ

れ
た
兎
田
の
顕
彰
碑
は
、
内
閣
総
理
大
臣
吉

田
茂
が
書
い
た
も
の
で
す
。

日
露
戦
争
後
、
韓
国
へ
の
支
配
を
つ
よ
め

た
日
本
は
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
○
）
年

へ
い
ご
う

韓
国
を
併
合
し
て
植
民
地
に
し
ま
す
。
こ
の

ア
ン
ジ
ュ
ン
グ
ン

過
程
で
起
こ
っ
た
の
が
、
安
重
根
に
よ
る
伊

藤
博
文
暗
殺
事
件
で
し
た
．

安
重
根
の
裁
判
に
は
、
検
察
官
や
弁
護
士

な
ど
、
多
く
の
高
知
県
人
が
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
時
、
た
ま
た
ま
水
野
弁
護
士
の
も
と

り
そ
う

を
訪
ね
て
い
た
兎
田
の
画
家
・
小
松
利
宗

も
と
。
こ

（
元
吾
）
が
、
高
知
で
発
行
さ
れ
て
い
た

ど
ｋ
今
り

ぽ
・
叩
ち
よ
・
ソ

土
陽
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
裁
判
を
傍
聴
し

た
の
で
し
た
。

利
宗
は
、
安
重
根
の
獄
中
書
、
法
廷
の
光

景
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
、
裁
判
の
傍
聴
券

韓
国
と
の
か
か
わ
り

や

躍
謡
鎧

伊藤博文

安菫根

［

な
ど
を
郷
里
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
日
本
と
韓
国
の
不
幸
な
歴
史

を
ふ
り
返
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
大
切
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
○
一
六
年
、
す
べ
て

韓
国
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
水
野
吉
太
郎
は
親
せ
き
の
弁
護
士

に
、
安
重
根
の
「
死
刑
に
立
ち
会
っ
た
が
、

せ
い
一

正
視
で
き
な
か
っ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、

三
十
二
歳
と
い
う
若
さ
な
が
ら
、
り
っ
ぱ
な

男
だ
っ
た
。
あ
ん
な
非
常
手
段
を
と
ら
な
か
っ

た
ら
、
き
っ
と
韓
国
を
背
負
っ
て
い
た
だ
ろ

う
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

i一雨=零=てう零~濡三ﾏ貢
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明
治
七
（
’
八
七
四
）
年
、
森
田
正
文
、

亀
の
長
男
と
し
て
兎
田
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

富
家
高
等
小
学
校
、
高
知
中
学
校
（
追
手

前
高
校
）
、
熊
本
第
五
高
等
学
校
、
東
京

帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
教
授
を
つ
と
め
ま
し
た
。

こ
ん
ご
う
じ

自
身
、
少
年
の
頃
に
真
言
宗
金
剛
寺
の

地
獄
絵
を
見
て
か
ら
死
の
恐
怖
に
お
の
の

き
、
深
刻
な
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
苦
し
み
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
大
学
二
年
の
時
、
定
期

試
験
に
集
中
で
き
ず
、
つ
い
に
開
き
直
っ

て
服
薬
も
身
体
を
大
事
に
す
る
の
も
や
め
、

ど
う
に
で
も
な
れ
と
睡
眠
時
間
を
け
ず
っ

て
目
前
の
試
験
勉
強
に
集
中
し
た
と
こ
ろ
、

パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
起
き
ず
、
記
憶
力
も
増

し
、
試
験
結
果
は
百
十
九
番
中
二
十
五
番

の
好
成
續
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
不
思
議
な
体
験
に
よ
っ
て
パ
ニ
ッ

ク
障
害
を
克
服
し
た
森
田
は
、
精
神
医
学

精
神
医
学
者
ま
さ
た
け

森
田
正
馬の

道
に
進

み
、
森
田

療
法
を
生

み
出
し
ま

し
ま
し
た
。

晩
年
、
森 ■

、

「
森
田
療
法
」
と
は
、
森
田
正
馬
に
よ
っ
て
日

本
で
生
ま
れ
た
神
経
症
の
精
神
療
法
で
す
。

恐
怖
や
不
安
は
、
よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
す
る

欲
望
（
生
の
欲
望
）
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
、
人

間
誰
も
が
持
っ
て
い
る
自
然
な
感
情
で
す
。
し
か

し
、
悩
み
、
不
安
、
恐
怖
な
ど
の
不
快
な
反
応
に

注
意
を
向
け
る
と
、
不
快
な
反
応
は
ま
す
ま
す
強

ま
り
ま
す
。
す
る
と
さ
ら
に
不
快
な
反
応
に
目
が

う
ば
わ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
強
迫
観
念
な
ど
の
神
経
症
で
す
。

森
田
療
法
は
、
入
院
治
療
に
よ
っ
て
、
不
安
や

悩
み
を
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
受
け
入
れ
、
自
分
の

中
に
あ
る
健
康
な
力
、
自
然
に
病
気
を
治
す
力
を

最
大
限
に
生
か
し
て
、
神
経
症
の
患
者
さ
ん
が

「
と
ら
わ
れ
」
の
悪
循
環
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を

援
助
し
ま
す
。

こ
の
治
療
法
は
、
う
つ
病
な
ど
の
病
気
に
も
高

い
効
果
が
認
め
ら
れ
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

（
参
考
・
公
益
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
岡
本

記
念
財
団
Ｈ
Ｐ
）

〆

I

1

1 田
は
富
家
村
に
小
学
校
講
堂
や
運
動
場
工

事
費
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
三

（
一
九
三
八
）
年
四
月
十
二
日
、
森
田
が

六
十
五
歳
で
亡
く
な
る
と
、
富
家
村
民
は

そ
ん
そ
陣
７

「
村
葬
」
を
も
っ
て
故
郷
へ
の
貢
献
に
こ

一
脚
癖
磯
繍
繊
鯆
榊
砺
側
撒
一

１
Ｊノ

た
え
ま
し
た
。

い
ま
も
「
森
田
館
」
と
し
て
残
る
建
物

は
、
森
田
博
士
が
寄
付
し
た
講
堂
で
す
。

~、

「

ち
し
や

ち
の
う
た

金
持
は
常
に
自
分
の
財
産
の
不
充
分
な
る
を
思
ひ
、
智
者
は
常
に
自
分
の
智
能
の
足

う
れ
じ
ゆ
う
じ
ゆ
ん
わ
あ
ら
お
そ
ぜ
ん
に
ん

ら
ざ
る
を
臺
ひ
、
柔
順
な
る
も
の
は
自
分
が
我
が
ま
聖
者
に
非
ず
や
を
恐
れ
、
善
人

は
自
分
を
悪
人
と
信
ぜ
り

ひ
ん
じ
ゃ

あ

ぐ
し
ゃ

ち
え

貧
者
は
常
に
金
の
有
り
た
け
を
使
ひ
果
た
し
ゞ
愚
者
は
自
分
の
あ
り
た
け
の
智
恵

さ
い
か
く

才
覚
を
見
せ
び
ら
か
し
、
不
柔
順
な
る
も
の
は
常
に
一
」
れ
以
上
の
柔
順
が
出
来
る
か

一
つ
、
ｂ

と
怨
み
、
不
善
人
は
自
分
を
誠
実
親
切
な
り
と
信
ぜ
り

昭
和
十
一
年
六
月
森
田
正
馬

’’
Ｋ
耽
り
？
〃
’
だ
才
婆
呆
：
又
辻
な
ｆ
ｌ
い
ゑ
嘘
咋
↑
の
ば

今
奇
さ
ｎ
以
上
代
斗
采
咳
小
＊
少
小
う
か
ｔ
抱
く
久
晶
冒
亨
〈
γ
‘
へ
卜
鐡
八

雲

虜
侯
次
伽
芳
馴
‐
く
腱
簿
４
減
卿
十
》
塗
《
＃
な
の
一
息

・
壷
ゞ
・
・
・
‐
、
・
参
，
夢
ゞ
肝
博
一
■
■
開
観
疎
が
遠
噂
醗
趣
湧
埋
潟
嬉
渕
瀞
呼
平
尾
電
蝿
議
洵
靴
勺
習
●
．
・
し

ロ
■
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
廓
陣
岻
鷺
△
１
、
訳
Ｌ
ｏ
．
ご
◇

’

七

“

■

山

。

ｂ

ワ
●
乳
巡
函
■
巳
購
旧
宅
用
禰
二

晶
持
器
§
食
財
産
Ｒ
た
く
７
１
略
〃
備
帝
ｆ
Ｌ

Ｏ
令
八
玲
択
拠
苓
４
３
を
そ
ひ
灸
噸
毛
・
杓
の
は
ｊ
令
飛
”

１
、
労
飢
脈
ず
小
も
賠
収
愚
人
７
８
小
を
勇
人
ｒ
絵
ど
り

体
側
舟
＃
ず
金
擬
布
１
１
‐
咋
佼
げ
衆
令
Ｉ
墨
器
物
６
今
や

生家

ｊ目注
銅
雛
姉

田
香

鍔
鼬
外
会
海
学

ｒ
【
香
畏
】
蚕
南
市
野
市
法
の
先
駆
黄
森
田
正
撮
だ
。
１
９
２
０
毎
」
ろ
、
蔓
で
同
学
会
の
中
満
敬
理
た
。

町
出
身
で
日
本
の
繍
神
源
》
（
１
８
７
４
～
１
９
３
８
自
ら
の
神
経
症
篭
を
鑿
蕊
長
や
地
元
関
係
者
ら
癖
雑
（
村
中
鴬
）

』

。「
海
外
も
森
田
療
法
注
目
」

２
０
１
８
年
４
月
配
日
の
高
知
新
聞

.i転唾…漣蒋.鷺悪T零誕言

森田正馬博士の軸

I、

／、



近
森
善
一
は
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）

年
、
富
家
村
中
山
田
の
大
変
富
裕
な
農
家
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
県
立
海
南
中
学
（
現
在
の
小

宮沢賢治と富家

『注文の多い料理店」

宮
沢
賢
治
の
童
話
集
『
注

文
の
多
い
料
理
店
』
は
児
童

け
っ
さ
く

文
学
の
傑
作
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。い

ま
で
は
大
変
有
名
な
賢

治
で
す
が
、
生
前
に
出
さ
れ

し
ゆ
ら

た
本
は
、
詩
集
『
春
と
修
羅
』

と
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

だ
け
で
す
。

こ
の
本
の
発
行
名
義
人

よ
し
か
つ

「
近
森
善
一
」
こ
そ
、
大
正

十
四
（
’
九
二
五
）
年
と
昭

和
二
十
七
（
’
九
五
二
）
年

の
二
度
、
富
家
村
長
に
な
っ

た
近
森
善
一
そ
の
人
な
の
で

す
。

４
－

宮沢賢治

津
高
校
）
を
へ
て
、
大
正
五
二
九
一
二
）
年
、

岩
手
県
の
盛
岡
高
等
農
林
学
校
へ
入
学
し
ま

す
。
こ
の
学
校
で
、
善
一
は
賢
治
の
一
級
下

で
し
た
が
、
寄
宿
舎
が
同
室
で
、
二
人
と
も

い
つ
ぷ
う
変
わ
っ
た
個
性
の
持
ち
主
だ
っ
た

せ
い
か
、
た
ち
ま
ち
大
の
仲
良
し
に
な
り
ま

し
た
。卒

業
後
、
善
一
は
昆
虫
学
の
研
究
に
取
り

組
み
、
盛
岡
中
学
校
や
長
崎
県
立
農
学
校
の

教
師
を
へ
て
、
母
校
の
助
手
と
し
て
盛
岡
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
月
給
六
十
円
と
い
う
好
待
遇
の

助
手
を
や
め
、
專
門
の
昆
虫
学
の
知
識
を
生

か
し
て
「
チ
カ
モ
リ
ン
」
と
い
う
農
薬
の
製

造
販
売
を
始
め
、
ま
た
「
病
害
虫
駆
除
予
防

び
ん
ら
ん

は
え

便
覧
』
、
「
農
業
昆
虫
教
科
書
』
、
『
蝿
と

か
の
み

蚊
と
蚤
」
な
ど
の
本
を
出
版
し
て
販
売
す
る

兎
田
の
小
松
家
に
伝
わ
る
『
注
文
の
多
い
料
理

店
』
の
初
版
本
。
宮
沢
賢
治
と
高
知
を
つ
な
ぐ
大

変
貴
重
な
一
冊
で
す

く
、
多
額
の
出
版
費
用
は
善
一
の
這
直
の
狂
碇

の
初
版
千
部
が
出
版
さ
れ
た
の
で

し
た
。 つまり、この本の出版費用を聞かされた善一は、『注文

理
店
」
出
版
を
決
意
し
ま
す
。

し
か
し
、
昔
も
今
も
、
本
を
出

版
す
る
に
は
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
で
す
。
そ
の
費
用
に
あ
て
ら

れ
た
の
が
、
先
に
紹
介
し
た
善
一

の
農
業
書
で
し
た
。

出
版
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
と

こ
ろ
、
善
一
は
急
な
事
情
で
高
知

へ
帰
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

お
い
か
わ

た
。
仕
事
は
及
川
四
郎
と
い
う
人

物
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
及
川
に
は
お
金
が
な

く
、
多
額
の
出
版
費
用
は
善
一
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
正
十
二
（
’
九
二
三
）
年
十
二
月
、

は
な
ま
き

花
巻
農
学
校
へ
本
を
売
り
込
み
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま
こ
の
学
校
の
教
員
に
な
っ

て
い
た
宮
沢
賢
治
に
再
会
し
た
の
で
し
た
。

そ
こ
で
童
話
の
原
稿
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
聞
か
さ
れ
た
善
一
は
、
『
注
文
の
多
い
料

--W､ア
季ノ1 L、
一一一一F 匿I

鏡鰄赫溌塞
一 ノ ケｹ

ｦ廿
ｲ

季号

，キ〃ヒァイ 陽 具 孔 F
ハ1

ン レ ト ニ
パイ

ヒ

難

の
ほ
と
ん
ど
は
、
近
森
善
一
が
負
担
し
た
の

で
す
。こ

ん
な
す
ば
ら
し
い
名
作
を
日
本
の
子
ど

も
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
彼
の
功
績
は
、
も
っ

と
も
っ
と
知
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
少
な
く
と
も
生
ま
れ
故
郷
の
香
南
市

で
は
．
・
・
・隠

制
一
因

卦

Ｅ

、

、

寺

一
密
一

一
、
、
ｕ
一

一
宮
一

（
小
松
桃
子
）



､』 〆

’近
年
、
香
南
市
で
は
戦
争
遺
跡
が
相
次

い
で
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
た
太
平
洋
戦

ぽ
う
え
い

争
末
期
、
本
土
防
衛
の
た
め
高
知
県
に
は

六
万
人
を
超
え
る
兵
力
が
集
め
ら
れ
、
士

ぼ
う
だ
い

佐
湾
一
帯
で
決
戦
準
備
の
砲
台
や
ト
ー
チ

ざ
ん
ご
う

力
、
蓮
壕
な
ど
が
無
数
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。

高
知
平
野
を
一
望
で
き
る
三
宝
山
で
も

放
置
さ
れ
た
遺
跡
が
各
所
で
み
つ
か
り
、

「
三
宝
山
戦
争
遺
跡
群
」
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

富
家
地
区
で
は
、
三
宝
山
頂
上
へ
向
か

う
小
道
や
兎
田
八
幡
宮
参
道
の
階
段
途
中

）

」

』

布

宰

な
ど
に
ト
ー
チ
カ
や
壕
が
残
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
高
知
平
野
で
本
土
決
戦
が
行
わ

れ
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
誰
も
が
ぞ
っ
と

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひ
さ
ん

こ
れ
ら
の
戦
争
遺
産
は
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
重

要
な
遺
跡
で
す
。

戦
争
遺
産

I 香南市教育委員会発行

『香南市の戦争遺産』
ｐ
ｒ
４Z

三宝山10号トーチカ

平成29 (2017)年にみつかったトーチカ‘

『

』
眼

蕊

交通壕

八幡宮の参道東側には三宝山9号トーチカがある

の壕は8～9号トーチカをつなぐための交通壕。

こ

三宝山8号トーチカ

参道階段の西側にあり、銃眼は南の平井山の方を向いている。
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